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ＪＡ全農いばらき 畜産部 

 

●6 月の動向 

2026 年 6 月（税抜） 2025 年 6 月（税抜）  

※全農建値 621 円/㎏（116 円安） 737 円/㎏ 

6 月の出荷頭数は全国的に減少傾向となったが、梅雨時の不需要期のため末端需要が落ち

着き、枝肉相場は 600 円前半～600 円半ばで推移した。 

 
 

●輸入動向 

 
 

●7 月の動向 

7 月の出荷頭数については、前年同月微増と予測。 

 
下旬から夏休みに入り、行楽需要など増加を見込み高値での相場展開が予想される。 

全農建値（税抜）予測レンジは 700 円～750 円とする。  

肉豚インフォメーション（6 月） 
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ＪＡ全農いばらき 畜産部 

 

 

●6 月の動向 

6 月は不需要期なこともあり、和牛はやや相場を落としたが、3・4 等級を中心に底堅い

まま推移している。交雑牛も出荷頭数の減少を背景に、高値のまま推移した。 

●7 月の動向予測 

全国的な出荷頭数の減少と、後半からは旧盆に向けた手当て買いが予想されることか

ら、相場は底堅く推移すると予測する。 

7 月相場は「軟調」の展開と予想。 

和牛去勢 A5 等級 2,550 円（税込み）   A4 等級 2,400 円（税込み） 

交雑去勢 B4 等級 1,800 円（税込み）   B3 等級 1,700 円（税込み） 

●輸入牛肉 

冷蔵品は、現地価格の高止まりや為替相場の影響等がある中、6 月は、主要輸入先であ

る豪州産と米国産の輸入量は微増する一方、その他の国で減少が見込まれること等から、

前年同月をわずかに下回ると予測する。7 月は、豪州産や米国産の輸入量の減少が見込ま

れることから、前年同月をかなりの程度下回ると予測する。なお、３カ月平均では、前年

同期をかなりの程度下回ると予測する。 （ALIC 牛肉の需要予測について ６月２５日）  

肉牛インフォメーション（6 月） 
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ＪＡ全農いばらき 畜産部 

 

●6 月の動向 

〇牛肉 

 6 月は、不需要期に加え月初の台風の影響により消費が落ち込んだものの、気温の上昇に

伴い焼肉需要がみられた。家庭向けでは、モモなどの赤身肉や切り落としを中心に、日常使

いしやすい比較的安価な部位の需要が進んだ。 

 

〇豚肉 

6 月は、梅雨入りに伴う内食需要に加え、家庭向けでは、小間切れや切り落としのほか、

炒め物やしゃぶしゃぶ向けなど調理用途の広い部位を中心に需要がみられた。スーパーで

は冷しゃぶ用の薄切り肉の品ぞろえが拡大されるなど、夏場の需要を見据えた売場づくり

が進められた。 

 

●7 月の動向予測 

〇牛肉 

7 月は、夏場の焼肉需要や外食需要、インバウンド需要に支えられ牛肉消費は堅調に推移

すると見込まれる。一方、物価高による節約志向は継続しており、国産牛肉では赤身肉や切

り落としなど値頃感のある商品の需要が中心となるほか、輸入牛肉についても価格優位性

を背景に家庭向け需要が継続すると予想される。 

 

〇豚肉 

7 月は、夏休み期間に向けた家庭需要や外食需要の高まりにより、豚肉消費は増加すると

見込まれる。焼肉やバーベキュー向けのバラ肉のほか、学校給食の休止に伴う家庭での調理

機会の増加も見込まれ、小間切れや切り落とし商品の需要増加が期待される。 

 

●業態別概況 

表：全農いばらき食肉センター 業態別取引先実績（令和 8 年 5 月期） 単位：千円％ 

 

 
 

年度
ＪＡ

どきどき
給食 仲卸関係 食肉専門店 量販店等 飲食店 合計

令和6年度5月 24,506 7,048 28,573 21,604 9,978 5,708 97,417

令和7年度5月 27,039 6,140 33,965 16,360 9,193 4,931 97,628

令和8年度5月 27,570 6,150 36,640 16,095 9,339 4,984 100,778

増減（R7-R8） 531 10 2,675 -265 146 53 3,150

対比（R6-R8） 113% 87% 128% 75% 94% 87% 103%

対比（R7-R8） 102% 100% 108% 98% 102% 101% 103%

食肉インフォメーション（6 月） 


